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1 はじめに
匂いは過去の経験や記憶と結びつく感覚刺激であり，
馴染みのある料理の匂いは過去の食経験や文脈的な記
憶を想起させる [1]．このような匂い刺激は経験に基づ
く認知的要因と結びついて知覚される [2]．本研究では，
馴染みのある料理の匂いと材料由来の匂いを用い，匂い
刺激に伴う脳活動を fMRI により測定し，その特徴を
検討することを目的とした．
2 実験方法
2.1 刺激および装置
本実験では，食品由来の匂い刺激 3種類（匂い A，B，

C）を使用した．匂い A は被験者にとって馴染みのあ
る料理の匂い，匂い B および匂い C は同料理を構成
する材料 1 および材料 2 に由来する匂いとした．なお，
本研究は企業との共同研究であるため，使用した食品
および材料の詳細は非開示とする．匂い刺激は匂い提
示装置を用いて鼻マスクを介して提示し，実験制御に
は E-prime 3.0 を使用した．脳活動は fMRI により計
測した．
2.2 被験者
本実験には 18 - 24 歳の高知工科大学の学生 26 名

（男性 19名，女性 7名） が参加した．
2.3 実験手順
被験者は匂い刺激提示用マスクを装着して MRI 装置
内に入り，fMRI 撮像を開始した．はじめに，新鮮な空
気を 30秒間提示し，画面の指示に従って鼻呼吸（吸気・
呼気各 3 秒）を行った．続いて，匂い刺激を 12 秒間
提示し，同様の呼吸を行った後，食欲の程度および匂い
の強さを 0 から 10 の 11 段階で評価した．以上の手順
を，3 種類の匂い刺激を各 2 回ずつ含む計 6 トライア
ルで 1 ランとし，計 4 ラン実施した．提示順はランダ
ムとした．撮像終了後，被験者に対して，MRI 装置内
に留まったまま，各匂い刺激につき 1 トライアルのみ，
同様の手順で匂い刺激が提示され,匂いの好ましさおよ
び馴染みの度合いを 0 から 10 の 11 段階で評価した．
提示順はランダムとした．
3 解析
馴染みのある料理の匂いがもたらす脳活動を fMRIに
より解析した．fMRIデータは fMRIPrepにより前処理
し，ICA-AROMA によりノイズ成分を除去した．前処
理後のデータに対して FSL を用いた単変量一般線形モ
デル（GLM）解析を行い，匂い刺激（匂い A，B，C）を
回帰変数として脳活動を検討した．さらに，FreeSurfer

を用いて皮質表面上で統計解析を行い，多重比較補正後
（FWE 補正，p < 0.05）に有意な脳領域を同定し，海
馬および海馬サブフィールド（ならびに扁桃体核）につ
いては関心領域（ROI）解析により条件間の脳活動を比
較した．
4 実験結果
図 a に示すように，匂い A は匂い B と比較して左

海馬 CA1（body）において有意に高い脳活動を示した
（t = 3.11，p = 0.00468，n = 26）。また，図 b に示す
ように，匂い A は匂い C と比較して左海馬尾部におい
て有意に高い脳活動を示した（t = 2.60，p = 0.0153，
n = 26）。図 c は，これらの有意差が認められた領域の
海馬内における位置関係を示す解剖学的参照図である。

図 1 （a），（b）匂い A＞匂い B，Cにお
ける左海馬尾部および左海馬 CA1．（c）海馬サ
ブフィールドの解剖学的参照図．

5 まとめ
本研究では，馴染みのある料理の匂いが脳活動に及ぼ

す影響を fMRI により検討した．その結果，馴染みの
ある料理の匂いは，材料由来の匂いと比較して左海馬尾
部および左海馬 CA1 において有意に高い脳活動を示し
た．これらの結果から，馴染みのある料理の匂いが記憶
関連脳領域の活動に影響を及ぼす可能性が示唆された．
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